
フジ虎ノ門整形外科病院　脊椎センター

経皮的内視鏡下椎間板ヘルニア摘出術 （PED） が受けられます
けいひてきないしきょうか ペド

現在行われている、椎間板ヘルニア摘出術の最も負担の少ない手術法です

※ 担当医は脊椎センター長 土田隼太郎です。詳しくは診察時にご相談下さい。

Fuji Toranomon Hospital

直径7－8㎜の内視鏡を用いてヘルニアをとります。
最も傷が小さい（8－10㎜）手術法です。
筋肉のダメージがほとんどありません。
麻酔が醒めた当日～翌日から歩行が可能です。
入院期間が短く（1-3日）早期の社会復帰も可能です。

経皮的内視鏡下椎間板ヘルニア摘出術PEDとは？

PED
傷の大きさ 8-10mm 3-4cm

出血量 ほとんどない 10-30ml
筋肉のダメージ ほとんどない 少ない

歩行開始 当日～翌日 翌日
退院 1-3日目 7日目

今までの手術

腰椎椎間板ヘルニアによる痛み

使用する内視鏡

腰椎椎間板ヘルニアのMRI画像
手術前手術前

ヘルニアで神経が圧迫されているヘルニアで神経が圧迫されている ヘルニアがなくなり神経の圧迫がないヘルニアがなくなり神経の圧迫がない

手術後手術後

ヘルニア摘出のイメージ

坐骨神経

痛みやしびれの
出る範囲

ヘルニア
圧迫された神経

飛び出した椎間板
＝ヘルニア

直径7mm 直径8mm

お問合せ

フジ虎ノ門整形外科病院
脊椎センター

電話　
代表 0550-89-7872


